
��
● の����から、 を�
した�チャンネル��まで��い��ができます。8340A 7210
● の� W32-R8340MPX
! "を#�した$%で、&' までの()* +,!.��が/5ます。 �6での9:��も/5ます。50ch / 8340A

● の� W32-R8340SWP
「 」の� を@てカバーし、Fの� がGHされます。W32-R8340MPX
K チャンネルLに!"OQ !"TU ��が/5ます。 �6での!"OQ��もO です。( ) 8340A

●データロガーとしての_

` �されたabbdで`�されたefの、gfチャンネルデータをリアルタイムにExcelシートにrsみます。&'20ueまでのデータを9:し
て rりsむことがで き ます。 シーケンス・プログラムによる��もO です。
●����への_

g fの��6や����を���に��ながら��し、�々のデータをExcelシートにrsみます。
●��Lに��!"をQ�して��ができます。 だけの� (W32-R8340 )SWP
� �にExcelシートに��した��!"�をなぞりながら��を���に�うことができます。1000VまでのV-I¡¢の��がO になります。
●マルチメータ¥の��¦のデータを§a��がO です。

- で¨:したマルチメータ¥の!"・©ª¥のデータが§aにrsめますGP IB

�®

�®

�®

�®

8340A

7210 マルチプレクサ
72101シリーズ マ ルチプレクサ³()*/

+,!.´

����

��
�プログラムはExcel	のアドインとして��し

ます。Excel	から�アドインを��すると、Ex

celシート	に、このウインドウが$われます。

ファンクション,+-レンジ,0112,3456

7を8-し「 」ボタンをクリックすると?@START

をBCします。

スタートすると、ファンクション･+-

レンジ･GH01などを8-したL、

M-されたﾞ0112で、M-され

た56のデータを34みます。V

WならXY0ZもY\することもが

きます。

Excelシートに34んだデータは、キーボードからabした

データとdじように、Excelのijをkmして、�n・pq・

rs7をtuにvうことができます。 また、wyにデータが

34まれるz{をExcelのグラフウィザードで8-することが

~jですから d0にデータ34 グラフ�がリアルタイムにv

えます。
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7210

マルチプレクサ
72101J,72101G¥

8340A
(8340)

W32-R8340 /MPX SWP エーディーシー

ADC
8340A+7210( 50ch)��

8340A,7210は、エーディーシーºの»¼です。

�チャンネル�����

エーディーシー 8340A ,7210

W32-R8340 -RMPX

W32-R8340 -NMPX

W32-R8340 -RSWP

W32-R8340 -NSWP

�¿ GP IB- ボード ÂÃ �ÄÅÆ

290,000� Windows
7/8.1(32,64bit)
Excel
2007/2010/2013
(32bit only)

��できる��

NI�

NI�
390,000�

ラトックシステム�

ラトックシステム�

Max50ch
!"#���

Max50ch
!"TU��



����
アドインÕ�aのÖ×

�アドインは、�きくH�して��の つの+-��が~jです。4

��で、��を�-したままでの��+-をvう。1.8340A

��で、��を��しながらの+-をvいます。 だけ2.8340A (W32-R8340 )SWP

と マルチプレクサ を¥mして、��を�-しての¦チャンネル+-をvいます。3.8340A 7210( )

と マルチプレクサ を¥mして、��を��しながらの¦チャンネル+-をvい4.8340A 7210( )

(W32-R8340 )ま す。 だけSWP

「 」のª«、��を�-したまま+-するか、��を��しながら+-するかの¬­W32-R8340SWP

をvいます。

��を��しながらの+-をvうª«は、+-BCyに、��を��する®¯°りに シートにExcel

��²をabしておくVWがあります。

7210( )マルチプレクサ を¥mするか、¥mしないかの¬­をvいます。

を¥mするª«は、µ� チャンネルの¶から、+-に¥mするチャンネルを¬­するVW7210 50

があります。

このボタンを¸した¹ºで、「 」をクリックすると のスキャナを¥mした¦チャンネル+-START 7210

がBCされます。このボタンが¸されていないで+-をBCすると ��の+-になります。8340A

+-¼からデータの34をBCします。

「 」ボタンを½に¸してから、「 」PAUSE START

ボタンを¸すとスポット+-モードになり、

「 」ボタンによるスポット+-が~jにSPOT

なります。

+-ファンクションを8-します。

�Âレンジを / でÄÅえます。AUTO MANUAL

のﾁｪｯｸをÍすとレンジabmテキストAUTO

ボックスが$れますからレンジをキーボードか

らabします。ÏÐな²をabするVWはあ

りません。abされた²にÒ¯Óい１つ	の

レンジに8-されます。

+-¶は「ÕÖ」、ポーズ¶は「ØÖ」、ÙÚ¶

は「ÛÖ」となります。

データの34をÒ0¶Úします。もうÒÜクリックす
ると、34をÝBします。

データの34をÙÚします。

「 」¶、Þßとなり、クリックするàにデータを3PAUSE
り4みます。
スポット+-モードでは、データの 5+-に¥mします。1

トリガâãを8-します。

「äå」は、 を ¹ºで+-します。8340A FREE RUN

èし、GH01が「10 *4」「10 *8」「10 *16」PLC PLC PLC

の0は、「äå」の8-はできませんので、「パソコン」

または「Íåïð」に8-して�さい。 「パソコン」は、

の+-となり、M-した0112àにHOLD MODE

パソコンからトリガをかけます。 「Íåïð」は、 HOLD

の+-となり、+-¼のリアーパネルの「MODE TRIGG

ER INPUT」のõöによりトリガがかかります。Íå+-¼のデータをd0に34むときにチェ

ックします。ùページのûüをýþください。

データにXY0ZをY\します。

データのabとÿにシートをスクロールします。

µ のデータ340、+-���7のヘッダをY\します。

+-¼のシーケンス・プログラムijを¥mして

+-をvいます。ûüは、ùページをýþ�さい。

「 」ボタンを½にクリックして、そのL「 」ボタンをクリックすると「スポット+-モード」になります。+-¼の8-がvわれたL、「 」ボタンのクリック	ちとなりPAUSE START SPOT

ます。 「 」ボタンをクリックするàにデータがExcelシートに34まれます。SPOT

この「 」では、「��01」の
には1,2,3...と「��¯ö」がabされます。スポット�m+-モード �えば、�+-�を3りÅえながら、�々の�+-�の+-をvうª«に

�kです。 「スポット+-モード」を��するためには、「 」ボタンをクリックします。STOP

「 」ボタンの��の	��ボタンは、�yの+-データをÝ+-するためのボタンです。このボタンを¸したL、「 」ボタンで+-をvうと、+-データは�yに+-SPOT SPOT

したデータに	�きされます。「スポット+-モード」のときだけÞßです。また、��~�+-では¥mできません。

を¥mしたスキャン+-では、「 」ボタンで サイクルのスキャニング+-がvわれます。7210 1SPOT

スポット��モードの�
ÚÛ

スポット+-モードの0、�yに+-した+-²

をÝ+-します。 5だけクリックがÞßです。1

クリックしたL、「 」をクリックすると�yのSPOT

+-データに+- !が	�きされます。

��~�+-のª«は¥mできません。

��~�+- ��"# のª«、その��²( )

も シートにabします。Excel

��~�+-で�nを にしたª«は、VずON

チェックをつけます。

+-データとd0に+-BCからの��01を

Excelシートにabします。

+-¶の+-データの�nをvいます。

チェックをつけると�n��の8-%&が'(

されます。ûüはùページをýþください。

+-âã)ての*+・,-しをvいます。

その.のûü8-をvいます。

ùページをýþください。
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����を��します。



「シーケンス#�」

+-データをExcelシートへabする0の

�0をM-します。

+-¶の12�Â²を8-します。

abアンプのゲインを8-します。

トリガ・ディレー01をabします。

オートレンジ・ディレー01をabします。

+-BCyにディスチャージ/チャージ

56をvいたいときにチェックします。

この56は+-BCyに１5だけ7vさ

れます。

ディスチャージとチャージの01を１8から

18008の1でabしてください。

9 )シーケンス�� のª«は�ijは1 ON

¥mしないで�さい。

2)9 �Â+-のª«は、このijは:;さ

れます。

'&<=> ?G<=>+-0のパラメータ/

を8-するª«にチェックをYけます。

チェックがYいていると、+-ファンクションに

ABなく、「パラメータab」へabした²が

+-¼に8-されます。

�CのD�を8-します。

?EFさをabします。

?G<=>�CB6をabします。

'&<=>�CB6をabします。

8340AがäGするシーケンス・プログラムijによる+-をvいます。

※yページの「シーケンス��」にチェックをYけると��%&が'(されますから

プログラム¯öを8-し、��âãをI
にabします。

・プログラム¯ö「０」は、サポートしません。

・シーケンス・プログラムのûüKLは、+-¼YMのマニュアルをýþ�さい。

「�%&'」

+-BCにより+-²を シートに34みますが、その+-²のt��nをvうときにチェックをExcel

Yけます。チェックをYけるとOnが'(されますから、�nのâãをabします。

�-��での+-のª«は、 Pは��01 Pは+-²で�nされます。このとき、「データ6」X /Y

に+-56をabするVWがあります。

��~�での+-では、 Pは��² Pは+-²で�nされます。「データ6」は 	にabしX /Y Excel

た��²6にt�Qに8-されます。

��で��~�+-をR65+-するª«、 サイクル�のデータだけが�nされ、 サイクル�8340A 1 2

STは�nはvわれません。

U
のª«は、t�スケーリングがvわれます。

「*の6�」

スキャナ を�
しない��のÞßにàáされる「âのã�」Ö×7210
Käåがæつèéにつきましては、 にêëするrìíîïをðñください。8340A

8340Aの アドレスをセットします。GPIB

+-²のZ-[\をabします。

]�、またはどちらかÒ�にabします。

]�がU
のª«は、Z-はvわれません。

Z-²をÍれると+-²はÕÖで シートExcel

にabされます。

スキャナ を¥mした+-では、ここでの7210

abは:;されます。
「 」ボタンをクリックしてから、7^に+START

-をBCするまでの_`01をabします。

「 」のª«だけのijW32-R8340SWP

8340A 7210( ) ( )と スキャナ による+-で、��~�+- ��"# をvうª«に'(されます。

��~�+-を サイクル+-��すると、$aの ブックに�yをYけて*+したL、1 Excel

cしいブックがmdされます。すなわち、��~�+-の サイクルàにブックをHけて*+さ1

れます。このとき、そのブックを*+するフォルダをM-します。

ブックのファイル�は、��のfに�gされます。hiXは、+-BC0のXYです。Excel

「ファイルヘッダ」 hiX+0Z+ .xls

「 」のª«だけのijW32-R8340SWP

+-データを*+する ブック�の½kExcel

にYけるlmnをabします。
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+-をt�Qに��するâãにチェックを

Yけます。

スキャナを¥mするª«は、Iチャンネルo

にZ-し、この��âãをpqしたチャンネ

ルだけが+-からrÍされ、このZ-をpq

しないチャンネルは+-がt�されます。

すべてのチャンネルが+-からrÍされると

)ての+-が��します。

スキャナを¥mしたª«の「Z-²Íれ」の

Z-²はスャナーâãのo%&でチャンネ

ルoにabしたZ-²がvwされます。

)ての+-を��したとき、?Eを

ディスチャージしたいª«にチェック

をYけます。

そして、テキストボックスにディス

チャージする01をabします。

ディスチャージまたはチャージの01を

abします。

U
にしたª«は、その�の56はxyされ

ます。

ó ���ôのチャージ/ディスチャージ� について。)
�®がスキャナーに¨:されているÞß、スキャナカード
に @�®öa÷!タイプ が�
されているÞß”72101J”( )
にùり、@�®にúするチャージ/ディスチャージが�われ
ます。
そのâのマルチプレクサカードでは、 ý6と�®が8340A
¨:$%になっていないため、�®のチャージ/ディスチャ
ージは�われませんからごóèください。



「 を;<」7210

7210を�
して�チャンネル��を�うときにチェックをêけます。

7210の アドレスをセットします。GPIB

+-するチャンネルにチェックをYけます。

Iチャンネルにtuに�yをYけます。

Iチャンネルàに、+-²のZ-[\をabします。

]�、またはどちらかÒ�にabします。

]�がU
のª«は、Z-はvわれません。

Z-²をÍれると+-²はÕÖで シートExcel

にabされます。

'(¶のチャンネル )てを に8-します。(10cH) ON

'(¶のチャンネル )てを に8-します。(10cH) OFF

'(¶のチャンネルのÒ¯	のチャンネルのZ-²

を、$a に8-している.のチャンネルにコピーON

します。

+-チャンネルをÄりÅえたL、そのチャンネルの+-BC

までの_`01をabします。

��~�+-のª«は、����L、+-までの_`01

の{|をします。

7210 72101Jに~�したスイッチカードが「 」のª«に

チェックをYけます。

-b��が を�えたª«に��'(をvうために200V

¥mされます。

マルチプレクサのリレーをÄりÅえ0は、Ò0Qに-b��を「 Ｖ」0

にします。 チェックをÍすと、��を -bしたまま、リレーÄりÅえを

vいます。���-b0は、リレーが��するª«がありますので

VずチェックをYけてください。

+-から、ùの+-までの01、 の��-bを8340A OFF

にしておくª«チェックをYけます。

チェックをÍすと、+-していないª«も�に��を-bした

¹ºを*�します。 を¥mしているª«、��が)て72101J

のチャンネルから�??に�\され�けますが、.のスイッチ

ユニットでは、)チャンネルは になっているため-b��OFF

は�??に�\されません。

「 」のª«だけのijW32-R8340SWP

この��は��~�+-のª«だけ'(されます。

チェックをYけると、+-する�-のチャンネルに�-した¹ºで、

シート	でM-された)��²の+-をvったL、ùのチャExcel

ンネルにÄÅえます。すなわち、チャンネルàに)ての��+-を

vいます。

チェックをÍすと、I��ごとに)+-チャンネルをスキャン+-し、

そのL、ùの��に�vします。

+-する�??の��により¬­してください。

=>��� マルチメータE の6�FG( )

Íå+-¼とは - でパソコンと��されているVWがあります。(�n)GP IB

Íå+-¼から�られてくるデータのフォーマットは、 であり、R6のデータのª«(Max10�)、データ1はコンマで�ÄられているVWがASCII

あります。9)Íå+-¼からのデータ3り4みは、)ての+-¼との°õを*�するものではありません。

もし、Íå+-¼からデータを�け3る0、クエリーコマンドをwyに�õするVWがある0、ここに�õする

クエリコマンドをabします。ほとんどのª«、U
で です。OK

もし、マルチメータが コマンド\�のものでしたら、��のコマンドのどれかが¥mされます。SCPI

: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

Íå+-¼のデータ�õ0にトリガがVWな0、チェックをつけます。

Íå+-¼の - アドレスを8-します。GP IB

3り4んだデータに、���sをvったL、Excelへabします。

Excelへのab² = ( +-¼データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへabするw�をここにabします。

U
のª«、「Íå+-¼」がabされます。

+-BCyに、+-¼に�õするコマンドがあるª«は、ここにabします。 ファンクションやレンジÄÅえのコマンド

をabします。 °�はU
です。

+-¼のデリミタを8-します。°�は、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「¢dコマンド」からトリガの��を¬­します。GET TRG

°�は、「 」の¬­をします。GET

「¢dコマンド」を¬­したª«は、トリガコマンドをテキストボックスにabします。

Íå+-¼のデータに�s56をvうときにチェックします。 R6のデータが�õされたª«は、その)ての

データに、��にabした�sがvわれます。

Íå+-¼のデータを6²として£うか、lmとして£うか

の8-をvいます。°�は「6²データ」に8-します。

Íå+-¼からR6のデータが�õされるª«、データの

�ÄりlmをM-します。Ò¤Qには「コンマ」が¥mされます。

GP IB- ����¦

３．９９９
8340A 7210

Íå+-¼が�õするデータ6をセットします。
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8340A 8340A+7210HI、または、 で、��QTをU�したYZで[\��

�-にチェックをYけ、-b��をabします。

+-56をabします。U
では、 5として56します。200,000

+-0112をabします。ab¥¦は から です。0 36,000

0112の�0を「8」「H」でÄÅえます。

+-をBCすると、+-データは、その0 シートのカーソル0§から��¨にabされます。Excel

ここでは、この0§にカーソルを§いて+-をBCしたª«の�です。

¦チャンネルで+-するª«、「 ¥m」ボタンを に8-します。7210 ON
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R8340HIで、��QTを]^しながらの[\��

��を~�しながらの+-では、「"#」にチェックします。

"#56をabします。 5の"#ごとに、ùの��のnに1

��して+-データをabします。もし、 シートの�ïExcel

に©ªすると+-はt�Qに��します。

"#サイクルの0112をabします。ab¥¦は から です。0 36,000

0112の�0を「8」「H」でÄÅえます。

wyに シート	に«�¨に��²をR6abします。Excel

その½k0§にカーソルを§いて「3¬」をクリックします。

-b��の½kセル0§が3¬されます。

I��àの、����L、+-BCまでの_`01をabします。

+-をBCすると、+-データは、その0 シートのカーソル0§から��¨にabされます。Excel

ここでは、この0§にカーソルを§いて+-をBCしたª«の�です。

��~�データ。+-BCyにabしておきます。

+-yに、この0§にカーソルを§いて「3¬」ボタンをクリックし­®します。

1サイクルåの��データ 2サイクルåの��データ
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9 「 」だけのijです。) W32-R8340SWP



8340A+7210で、��QTを]^しながら�チャンネルの[\��

��を~�しながらの+-では、「"#」にチェックします。

"#+-56をabします。

)チャンネル )��の+- サイクルàに ブックを�gして+-データを*+します。/ 1 Excel

¯いまして、ここにabした"#56の ブックが�gされます。Excel

サイクルの+-が��すると�ちにそのブックが*+され、cしいブックがmdされます。1

ブックが*+されるフォルダは「.の8-」のKLをýþください。

ブックにYけられるファイル�のhiX0Zは、その+-サイクルがBCされた0Zです。

+-サイクルの0112をabします。ab¥¦は から です。0 36,000

0112の�0を「8」「H」でÄÅえます。

wyに シート	に«�¨に��²をR6abします。その½k0§にカーソルをExcel

§いて「3¬」をクリックします。-b��の½kセル0§が3¬されます。

「 ¥m」ボタンを に8-します。7210 ON

+-とd0に�nをvうª«は、Vず「-b��を へ」にチェックをYけます。Excel

+-をBCすると、+-データは、その0 シートのカーソル0§から��¨にabされます。Excel

ここでは、この0§にカーソルを§いて+-をBCしたª«の�です。

��~�データ。+-BCyにabしておきます。

+-yに、この0§にカーソルを§いて「3¬」ボタンをクリックし­®します。
①

②

①

① ②

②

「 を�
」のäの「!"TU��ô、7210
Fのチャンネルへ��する」のチェックを
êけないÞßの��Ú	

「 を�
」のäの「!"TU��ô、7210
Fのチャンネルへ��する」のチェックを
êけたÞßの��Ú	

ó 「 」だけの� です。1) W32-R8340SWP
ó 「Ｒ を�
」のäで「!"TU��ô、Fのチャンネルへ��する」にチェックを2) 7210
êけるÞßとêけないÞßで��ÚÛが'きくQわりますからごóèください。
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+

-

-

8340A

A Input

Lo

Lo

Lo

GUARD

GND

Vsource

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

GRD

GRD

GRD

GRD

GRD

GRD

GRD

Hi

Lo

JP2

JP2

JP4

JP4

JP3

JP3

JP8

JP20

JP1

JP1

JP5
JP6

JP7

JP19

JP21

JP21

JP22

JP22

JP23

JP24
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